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【要  旨】  
第二世代開窓型ステントグラフトを使用した多施設研究は非無作為、介入、
前向き臨床試験で、本邦で 2010 年から 2011 年までに 45 施設 385 例へ使用され
た。本研究ではこれらの症例の中で、弓部大動脈 Zone0-1 にステント留置を行
い、かつデータ収集可能であった 25 施設 205 例を対象に、術後 5 年時点での追
跡調査を行った。  
手術の初期成功率、技術的成功率はそれぞれ 94、 91%であり、在院死亡は 3%
であった。 5 年生存率は 71.5%、大動脈関連死亡回避率は術後 1 年で 99.5%、 5
年で 97.8%であった。胸部大動脈瘤関連イベント回避率は術後 1 年で 86.8%、 5
年で 77.1%であり、合併症率は脳梗塞 6%、脊髄虚血 1%、頚部分枝狭窄 1%、大動
脈解離 2%、デバイス移動 1%、デバイス破損 2%、グラフト感染 0.5%であった。                                
第二世代開窓型ステントグラフトによる胸部ステントグラフト治療は、グラ
フトデザインとシンプルな操作によって、高い初期成功率・技術的成功率や低
い合併症率を可能にした。第二世代開窓型ステントグラフトを使用した胸部ス
テントグラフト治療は弓部大動脈疾患に対する有用な治療法であることが示唆
された。  
